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twoindependentmusclesections,however,howthesetwodifferentmusclesectionsfuse

inlemuriformesdi汀ersfrom that･oflorisiformes. Thecompositionofthemuscle,

inphylogeneticallycontroversialTarsius,isproventobethelorisoidtype. Thisresult

givesastrongsupportro√tarsierstobeincludedinprosimiiwhereasthereareopinions

insistingitsanthropoidaffinity.Grossanatomyhasbeencriticizedas"toodescriptive",

oreven "notscientific". Thesecriticisms areforthose anatomistsjust,Seeking

anomaliesortaking tostatisticalanalyses. Wehavetopushstronglyforwardthe

analyticalgrossanatomywhichcantx broughtforthwhenutilizingonto-andphylo一

geneticalassessments.
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略 号 説 明

FcR:M.flexorcarpiradialis

FDP:九･rl.flexordigitorum profundus

FI)S:h!Ⅰ.flexordigitorum superfieialis

FDS-D:Distalport･ionorFDS

FI)S-P:ProxilTlalportionorFT)S

IO:interosseousdivisionofthemedian

nerVe

h･11h:･Ⅰ:A:laintrunkofthemediannervetothe

palnl

PIJ:hit.pal●marislongus

PQ:九･1.pronatorquadrat･us

PR:Pronatordivisionorthenュediannerve

PT:M.pronatorteres

R:RadialispropI･iusport･ionorFnP

e-R:CondyroradialisportionofFDP

C-U:CondyroulnarisportionofFI)P
l_I:h･･.lusclebundleofFl)Sforthesecond

digit

lll:九･1uselebundleofFl)Sforthethird

digit

IV:MusclebundleofFr)Sfort.hefourth

digit･

Ril:'lS:SuperiorbranchofFDSFrom the

mcdiannerve(.toFI)Sly)

R九･･日:InferiorbranchofFl)Sfrom t.he

lllediallllerVe

RMIP:ProximaldivisionofRll.lItom,rV,

andV

Rh:ⅠID:DistaldivisionofR九′ⅠItotI

は じ め に

本論はヒト成体の洩掬屈筋という,｢わかりきった｣

はずの筋に関するささいな疑問に始まる.所見に忠実に

浅指屈筋の構造を考察すると.この筋に関する従来の理

解iこは納得できない点があー--)て,こItを解明するため精

査すると,この筋がこれまでいわれていたような単-磨

ではなく,由来の異なる二群の筋束が癒合して形成され

ていることがわかる (Fig.1;山門.1986al-1. この

所見は,ヒトの洩指屈筋が肘付近と手掌に別々に生ずる

2つの筋原基の癒合により形成されるとする個体発生学

的記載 (GrdLenberg,19･062日 と符合し,筆者の見解
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はこの記載によ-I.､て支持さI1る.

しかし,Lewis(190231).McMurTich(1902･い1以

莱,浅指屈筋は系統発生学的に前腕深層の屈筋かド)派生

てこれが定説LJ,_して広く受け容ItiT)Itてきた. 上述の

Griifenkrgの記載も.理由の説明もなく｢あi)えなト]

として,検証されることもなく葬り去られた.いずれに

しても過去の比較解剖学的業績は,この前提がわざわい

して対比すべき情報に欠ける.

そこで.やむをえす比較解剖学的検索を始めると,煩

人猿 ･原猿を含む霊長類や.噛乳類の原型に近いとされ

る食虫煩でも,ヒト成体の所見によるこの仮説が原則的

に適合する LtL_潤 ､1986b61;1986C7､;19888､;Yamada,

19879､:198910､). さ1､)に興味深いことに,霊長類のな

かでも原猿類ではこの二原基の癒合様式に相違があって,

キツネザ′し型と口りス型iこ区別され 分析群の関係を反

映している.とすれば沌指屈筋の構造かiT)系統学的位置

の類推が可能iこなるかもLItなし､(Yamada,inpress

H)).今回検索の機会を得たメガネザルは,古くからそ

の系統学的位置が論議されているが,浅指屈筋の筋東構

成か吊エロりス型iこ分取され 原猿帰属説が支持さItる.

者の解析結果を述べよう.

ヒ ト成体の浅指屈筋の筋覚凍成

ヒトの浅指屈筋は浅 ･深2層の筋束かL')なり.浅闇は

第m･Ⅳ指の,深層(･土筆n･V指の中節骨に至る.浅層

は単純に二筋束が並ぶのに対し,深層は]型をなす3筋

腹によって構成される､.従来の理解では,この深層は二

腹筋である第II指筋束とその中間腔かL､.,起こる第Ⅴ指節

束からなり,この筋を構成する5筋東はいずれも単一の

原基に由来するとされてきた. また. この5筋束の支

配神経として,正中神経由来の3群が知らItているが,

これiT,)の神経束も同質のものとされてきた (FrosC &

Frilnkel,190812｢;straus,194251: woodJones.

194613)).

山田 (1986a里 はヒト成体前腕屈 筋群の支配神経の

筋内分布ならびに線維解析の所見を神経と筋の特異的な

関係を重視しながら考察 した結果,以下の結論を得た

(Fig.1).

A:支配神経の分布と由来,筋束構成を構杏すると,

浅指屈筋第 Ⅲ指近位筋腹はその他の浅指屈筋の崩束とは

独立した別個のものであl).長掌筋とともに.むし71深
指屈筋をはじめとする前前腕骨間神経支配の深層の屈筋
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Fig.1 A schematic drawing ofhuman
FI)S.Tw()distinct-muscleareas,
Fr)S一一P Ld()ttedうand Ff)S-D
(hatched)constitutethe whole

musele.Notethatthesuperncial
layerofFr)S-D originatesatthe
medialepicondyleofthehumerus.
An arrow indicates Cant.zer's
muscle.

に近縁である.

B:浅指屈筋第Ⅲ･Ⅳ･Ⅴ指の筋束.第[指遠位筋腹

は虫様筋との額縁性が推定される.浅指屈筋浅層のⅢ･

Ⅳは第m指近位筋脂の筋膜や前腕筋膜に起始をもっこと

もあり上腕骨起始は必ずしも本質的なもLT)ではない.

C:浅指屈筋第rI指近位筋腹上 深層屈筋群 (長母指
屈筋,深指屈筋)はいわゆる GこIntZerの筋を移行筋束
として連続する同系L,7)筋である.約11指近位筋腹以外o)

浅指屈筋はこIIi-っとはま-･-､たく近縁性をもたない.

(二つ派生した第II指近位筋腹と,手掌に生ずるその他の筋

莱(Jl癒合iこよIlて構成されるもL･Tlと考えド〕わる.

さ吊こ,こC')仮説は転入鼠 食虫煩なLL:でも原RU的に

適合することが確認された (山肌 19888､;yL.unada,

1989lot).

原 猿頬浅指屈筋の筋束構成

浅指屈筋の筋束構成に関する土.述の仮説を原猿概の浅

指惜筋に--'いてヰ)確認するたAT).ヒト(T)頃合と同様に精

在した.検索 したL'T)は~-fI記の3下目.8種である.

キ､ソネIf'L上科 (LL771lLrlafta.L FtL/～,tLti,Citi,ir(7gak,TLT

TllL7dEltL∫.I)aEtl,i,1Tf()tttlaPTtaLlag耶(,aT･iL/,JTホ)

LTり■犬上科 (N)-rfi(､(,hLLLH.OL〟､alZg.Lt)rlsI(II.dig1-al/帆

(-;a/ag(JE･ra∫.蕗(･azLda/tf∫)

メガネザル上科 (llal･.q'lLLtl叩 ･tlrhla)

個々の標本は実体顕微鏡下 水中に浸潰して解剖した.

剖LlH二はヨr7素ヨrりとか )rlJJ､水溶液 し13ock.19721･ln

を用いて筋線維の染色をおこ机 ､,同定の正確を耕した.

観察した全てCT)個体で.浅指屈筋cT)支配神経Li二筋束構

成の所見か1､1.こしT)筋が2つの独立な部分 (Fl)S･･･････【Ⅰ)と

Ill)S.i.))かLl･)皮--_-ていることが確認された (ngs.2,:i).

特に FI)S-I)Lr)支配神経はヒトの場合日司様.前腕LT)

卜位1∴‖寸近で1~t二中神経の本幹か冊をカ凍 て第II指かLT,

く記載がなされていない.

この節を構成する2--,LT)部分の癒合の状態をみるLL_.

ニトソーいf′し｣二科(i:｢7りス上村では筋~軒L')配列が異なる.

一渡 り.筋束の配列様式に2--:,の興な---,たタ･(-/lがある.

つぎに,この2つの'1仁パこそれぞれに･'--)いて述べるこ

LL-_にする.

TypeA (Fig.'21

ロr)ス上科 (Nyr/(.(･ぐbtLL<,Lt)T･Z'>t.(;lIltZgt)Itpl)本筋の

筋束構成は,後述のキ､ソネザ′し上科の場合よりはるかに

単純で､2つの独立な筋東 げ1)S-P と Fr)S-I))が.

近位-遠位i･こ配列する.Ft)S-Pは上腕骨内側上顎から

起こt),浅指屈筋全長のほ -ゞ....い東部で中間鰹 しあるいは

腫膜)に停止する.Fl)S-1_)はこの中間腔か1,㌔起こり.

4分して尺側の4指に至る (LtJl･iLiでは3分して尺側の

3指に至る).FDS-Pは正中神経から長掌筋筋枝とと

もに岐かかるもtT)と尺骨神経か吊り小枝に支配される.

Fl)S-1)の神経支配は正中神経かIL,"7)/ト枝であるが,こ

の枝は非常に鮒いためか従来ま-､たく記載さJtたことが

ない.

汀･'_中神経は,ヒトの場合と同様.神経周膜に被覆され

る3つの神経束かL＼守よる.第 1の神経束 (pR)は,rr】

rt=jlrJl筋上横側手根屈筋に李i).第2の神経束 (I())は

長掌筋,Fr)S-Pの支配神経と,深層の屈筋群に至る前
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Fig.2 TypeA:A schematicpresenttltion
orFDSorLorisirormesan(i1'arsii-

(do一t.ed)andFDS-I_)(llatChed)aI,e

alignpdproximo-distally.SIllallten-
dinousbandfrom Fr)SIPindicated

byanarI･ow f一owsintothetendino-
usportionofflpxordigitorum pro-
fundus(FOP).II,III,IV and V
indi(､atei_het.endonsofinsersionto

thesecond,third,fourth and fifth
digitsrespect.i＼,el〉′.

前腕骨問神経かLT-なる.第3の神経束 (h凪小 は Fr)SI

Ij.手掌の筋枝と皮枝などかど-'なる (Fig.3).

TypeB(ng.4)

キ､ソネザル上科 (LelTltLr(,lIffa.IJ.fLLlt,ZEE.Chi,ir()-

gal(,TL∫.I)aELbL,ltl(けttla)でも今回観察した全例で,Type

A の場合と本質的をこは同一の筋束構成が認められた.

り,中間膜に停止.する.FDS-D には TypeA と同様.

中間膜から起こり尺側の4指に至る筋束があるが,この
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Fig.3 Fascicularformationofthemedian

nerveofN_vctt'cpbELぶCOtu､ang.Three
faseiculidemar(.ate(iby perineuria
are seen.I)ronatoI,(iivisi()∩ (PR)
gives rise to the branchesto the

pronator I-1uSCles (pI･OnatOr tereS

andflexorearpiradiEllis),interosse-
ousdivision(IO)divergesintobran-
ChesForFDS-P,pflln-良ris longus
(Pl.),FI)P LR,C-･--氏,C一･一Uland

pronatorqtladratllStPQ). Thelast
group (MMliscomposed ofthe
branchesforFDS-D,andt.herest
ortherasciculiorthelnaintrunkof
themediannerve.

ゲ′LMブではそれに加えて上腕骨内側上帝に起始をもつ

筋束があって,両者が合流するのが特徴的である.神経

支配はほゞTypeA と同様で,FDS-Pと FDS-D に

それぞれ別の支配神経が確認された.先に述べたように

FDS-【)の支配神経はこれまで存在が確認されていなかっ

た.
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FiLl.4 T.vpeB:FDSinI.emuriformes.Dis-
positionoftwoportionsofFDSis
Ellmostsimilart､othatofT〉･peA.
butpartofFDS-D hasan extm
origin()nthemedia一epieondyleof
thehumerus.

A.B面や.(十で Fl)S--1)か1-L-)岐かれて FDPに合

流する副淵が認めt.1かた.

ヒトと原猿の浅指屈筋の構成

(Straus,19L1251;Haines.195()15リ.山閏 (1986al､)

はヒト成体の所見かL-っ,この筋が2つの独iLJ-.の筋東から

なることを主張 した (Fig.1).この仮説はGrafenberg

(19062､)のヒトの個体発生学的な記載と符合する. し

かし.浅指屈筋が単一の筋であるとする暗黙の前提のゆ

えに,従来の比較解剖学的な業績はこの仮説を検証する

に足る情報を欠く.

原猿頬に関しては Nayak(193316))と Miller(1943

L71)がロりスとガラゴで洩指屈筋が二腹筋をなすこと

には言及 しているが,それらの浅指屈筋の2元性にはふ

I,Lていない.キ､ソネザ′し(Murie&Mivatl.187218､).

ボト (VanCampeLn,185919日. メガネザJL-(Schult/,

198420､1については.まったくこ(･T)筋L･f)2元性をうか

がわせるような記載はない.

原 毅 輝 で ,鷹廉構成,支配神経,いずれの所見も親指屈

筋がまったく独立の2筋束の複合筋であることを示 して

いる.こC')所見はヒト成体の形態と~軒実上まったく同一--

である.原毅塀でも洩指屈筋の独立な2部分は正中神経

から独立の2群の神経を受けているをこもかかわらず,こ

れらのうち遠位(I)神経に言及 したも瑚 よない (Campen,

van, 185919､こMurie& Mi＼,art.1872 18､;Nilyak,

193316､;Miller.19Ll3171.こLl)Fl)S･--1)に至る遠位

の神経に関する所見の欠如が,こかlT,先人たちをこFl)S-1)

と FDS-D の独立性を無視させた酎軒ではあるまいか.

めll'れたことは非常に興味深し､.沌指屈筋LI)筋束配列L')

差鼎をこよって今回観察した種は2群に分けられる.つま

畑 (:jtt,t'1･()glllL,IL5と DaLLhE,ut(りtZ'lIを含むキtt/十け′LL

科に対し,口リス上科が対立する.

メガネザルの浅指屈筋

原猿輯 (prosimii)と良猿類 (anthropoideこ1)を対比

させ る霊長額系統学で}当初原猿に含められていたメガ

恒 rルは.氏猿に近い上されたり.両者LTl中間に位際す

るとされる左と:.そL･･r叫=ii属が議論されてきた LSchwこlrtZ.

19862日.今回観察 した り1ネ→f,LLraJ･.VLll= _Vl･tL(ソzla〕

C')桟指屈絹は,筋束構成.神経支配いずれLT)所見もuり

ス型 tFig.2ト TCLある.浅指屈筋LJ)筋束構成上原猿頓

の系統との閑適を確認するをこぼこ殿ほかの常数額をこつい

ての検証がさ吊こ必要である.また,こtJ)形質L')極性を

確立するには外群として,適切な霊長頓分校群に一lいて

も調査を進入f)ねはなr言こし､. しかし.この浅指屈筋の所

見からする限り,メガネザルは原毅額,それもロリス土

科に近い特徴をもつことが示された.また,原養頓のな

かでキツネザル上科は髄の舟板群とは異なる可能性も示

醸された.

原猿煩の系統学的解析は主として歯列や骨格の形質を

もとに行なわれてきたが,敢部の比較形態学的精査によ--､

て解き明かされるはずの形質がまだひそんでいる可能性

がある.
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